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	１.研究課題

（登録番号）
	

	２．今年度に実験を実施したか
	①　実験を行った　　　　　　　②　実験を行わなかった
（②を選択した場合、以降は記入不要）

	３.実施期間
（許可された期間を記入）
	承認日　　～　　令和　　年　　月　　日

	４.供試動物総数　　
（動物種ごとに実験等での死亡数・殺処分数の合計を記入、新生仔や胎仔も含む。胎仔について把握できない場合はその旨を記載し、母獣の数を記載する）

	動物種

	
	
	系統
	性別
	入手数
	入手先
	備　考

	
	
	
	
	
	
	

	５.実験実施状況
	①　計画書どおり行われた　　　　　　②　計画と変更された※

	６.５にて、②を

選択した場合

の理由
	

	７.研究成果

（得られた業績：簡単な概要、あれば雑誌論文、学会発表、図書等。学生の実験実習については受講生数、実施内容、教育効果等。別紙の記入例を参考にして下さい）
	

	８．特記事項
	


※あらかじめ変更申請をすること。
別紙　　「７. 研究成果」記入例




○○が××に及ぼす影響について検討したところ、○○処置を施したヤギは、対照区に比べて、××が有意に大きくなった。この成果は、修士論文1編の構成要素の一つとなった。





この成果は、以下の学会発表1件として公表した。


宇大 太郎、栃木 花子、他．○○がヤギの××に及ぼす影響．第○○回○○学会大会．2019．





この成果は、論文1編として公表した。


宇大 太郎、栃木 花子、他．○○がヤギの××に及ぼす影響．○○学会報．70（1）：10-18．2019．





生物資源科学科○年生対象の○○学実習の一環として、家禽の体の構造についてニワトリをモデルとして、受講生○○名に指導した。鳥類の体の構造について、哺乳類との共通点と相違点を中心に解説した。レポートの評価等から、多くの受講生が基本的な鳥類の形態について理解したと考えられた。

















